
（１）特定非営利活動に係る事項

事業名 事業内容 実施日時 実施場所
従事者の

人数
受益対象者の
範囲及び人数

支払額
（千円）

子どものスポーツクラブ 金、土、日曜日
クラブハウス他山
形市内外

延べ138名 小中学生30名

大人のスポーツクラブ 年間
クラブハウス、ア
プルスプラス他

延べ400名 大人190名

子どものスポーツ教室 火曜日～土曜日
クラブハウス、
アプルスプラス他

延べ430名
幼児17名
小学生90名

大人のスポーツ教室 月曜日～土曜日
クラブハウス、
アプルスプラス他

延べ500名 大人80名

子どものスキー教室
12 月 ～ 3 月 の 日
曜、祝日

蔵王スキー場 延べ240名
幼児21名、小
中学生155名

指導者派遣 年間 山形県 延べ50名 市内小学校他

イベントの開催 年間
クラブハウス、コ
パル

延べ40名 一般

介護予防運動 年間 クラブハウス 延べ288名
要支援、事業
対象者 24名

こどもクラブ 学童 月曜日～土曜日
クラブハウス他山
形市内

10名 小学生42名 9,136

その他
コパル運営委託事業、レン
タル事業

年間
クラブハウス、プ
ラス、コパル他

13名
幼児、児童、
大人

25,117

管理費 運営他 年間
クラブハウス、
アプルスプラス他

6名 20,095
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度重なる原材料費やエネルギー価格の高騰に、良くも悪くも影響を受けた一年だった。また、クマが人を襲うなどの事
件が相次いだことで、安全が確保できない子どもの野外活動は中止となり、トレッキングではより一層の注意が求めら
れた。２０２７年が創立５０年にあたるということで、来年度に周年行事や記念式典を行うべく企画等の立案を始め
た。

1、事業の成果

スポーツ支援 3,677

＜大人の教室＞花架拳とヨガ、ピラティスの教室はシニアをターゲットに広報活動を行い、少しではあるが成果が出
た。＜幼児の教室＞動きづくり教室土曜クラスは定員に迫る勢いで、終了時刻には見学を終えた保護者と子どもで玄関
ホールが満杯になるほどだが、平日火曜クラスはまったく増えなかった。土曜午前にコパルで開催している教室も定員
に迫る人数となった。＜小学生の教室＞全体的に高学年が多く在籍しており、後半の教室に活気があった。低学年が多
い前半の教室は学童クラブの児童が多くを占めており、新入会者が少なかった。スキー教室は今年度も引き続き４回教
室の開催で、例年並みの参加者を募ることができた。幼児は昨年度よりも参加者が増えた。スキー講習中の様子が保護
者に伝わるようInstagramへの投稿、また、指導スタッフにも協力いただいての写真撮影に努め、保護者からも好評を
得られた。

2、事業の実施に関する事項

スポーツクラ
ブ

12,494

　

●こどもクラブ

介護予防事業の通所型サービスは月水金の週３日、ほぼ定員で大きな問題もなく事業を行うことができた。昨年同様、
保育園や小学校へ出向いて体育指導を行うことができた。また、戸沢村立戸沢学園へ出向いての体育指導は２年目と
なった。

「夏の野外塾」と称して海浜少年自然の家へ１泊２日の宿泊行事を行った。スポーツ教室やクラブからも参加者の募っ
たところ高学年の参加もあり、１年生を含めた子ども同士の班行動を行うことができ、川カヌーや海遊びなどの野外活
動も含め、いい体験ができたと思う。退会等で年度途中にも会員数が減ってしまったが、今年も卒所した子どもたちが
クラブハウスに来て、近況報告や子どもの遊び相手をしてくれて頼もしい。

●その他の事業
プラスのレンタルコートは、受付や支払方法をネットで済ませられるようにする等借り手の利便性を高めた。また、レ
ンタル当日の貸出方法を工夫し、職員の負担を減らすように努めた。４年目となるコパルの運営は、自主事業、付帯事
業が予想を上回る収入となった。

●スポーツクラブ事業

スポーツ教室 15,691

＜大人の活動＞トレッキングはマイクロバスの購入により行事参加者を増やすことができ、収入増となった。フットサ
ルはプラスをメインコートとして開催中の土居聖真サッカースクール講師の青野氏の協力により会員数が伸び、年度後
半に水曜コースに加えて、月曜コースを新設することとなった。また、コパルを会場に、新たにピックルボールクラブ
を開設。室内で経験体力を問わず気軽に楽しめるとあって、人気コースとなりそうだ。テニスは会員数減となり、冬季
テニスも開催しなかった。＜子どもの活動＞リトルスポーツクラブは屋外での活動が大きな魅力だが、クマ出没騒動に
よりトレッキング、サイクリング等の大きな行事を中止せざるを得なかった。フェンシングクラブでは会員の鈴木亜花
璃さんが世界大会への出場を決め、多額の費用を補うためクラウドファンディングを立ち上げる、報道各社の取材依頼
に対応する等、アプルスとしても貴重な経験ができた。

●スポーツ教室事業

●スポーツ支援事業


